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幌向再生ワークショップ 利活用ミーティング 

第7回石狩川下流幌向地区自然再生ワークショップ 
（略称：幌向再生ワークショップ） 



１．地域と連携したイベントの開催 

1 

l南幌町や地元農家の若手グループが主催する地域イベント
に参加し、テントブースを出展して、ポスター展示、ミズ
ゴケ展示、パンフレットの配布等を行った。 

lイベントの様子は、地元広報誌に紹介される等、地元への
PRが徐々に進行している。 

ブース出展・ポスター展示・ミズゴケ展示 

p 夕張川治水感謝式（7/1(日)） 
p 南幌町商工会ふれあいまつり   
（7/21(土)） 

p 野祭（YASAI）（9/1(土)） 
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地元農家若手
グループ主催
のイベント（野
祭） 

南幌町ふれあいまつり（上） 
広報なんぽろへの掲載（右） 



１．地域と連携したイベントの開催 
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WSの企画による体験イベントの開催 

p 幌向湿原めぐりフットパス（9/2(日)） 
l地元NPOふらっと南幌との協働により地域イベントを企画・実施し、当日は35名に参加いただいた。 
lイベントでは、湿原フットパスのほか、湿生植物の移植体験、ミズゴケフロートづくりを行った。また、昨
年度のイベントで参加者に移植していただいた湿生植物の成長・開花状況を観察し、事業PR、地域連携の必
要性を紹介した。 
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教育機関との連携 

p 南幌町教育研究協議会への事業紹介（6/14(木)）、出前講座（H26・H28） 
l環境学習・体験学習を通じて、地域社会の学びの場などに活用していくため、教育関係者や地元高校等への
PR、現地紹介、出前講座を行っている。 



１．地域と連携したイベントの開催 
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近隣地域で活躍するNPO団体との連携 

p 石狩海岸海辺ファンクラブの子供たちへの現地案内 
l南幌町小中学校の先生らで構成される理科サークル（南幌町教育研究協議会）より、幌向再生の取り組みに
関心を寄せていただき、先生６名を対象に事業紹介、現地説明を行った。 



１．地域と連携したイベントの開催 
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l湿原再生フットパス等のイベント時に、ミズゴケ瓶を配布し、ご家庭で育苗していただき、成長したミズゴ
ケを再び幌向再生地に導入するミズゴケ里親制度（仮称）の取り組みを試行している。 

ミズゴケ里親制度（仮称） 

イベントなどで配布 ご家庭で育苗 

幌向再生地に導入 
これまでの配布実績 約270個 



１．地域と連携したイベントの開催 
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北海道開発局の取り組み 

l北海道命名150年目を記念した北海道開発局の取り組みとして、『泥炭地の開発と石狩川治水の歴史』を巡る
3回のツアーを開催し、合計50名の参加者を得た。 
  第1回 7/28(土)：12名、第2回 8/18(土)：18名、第3回 9/1(土)：20名  ツアー催行最大20名 



２．幌向再生地の利活用に向けた整備 
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l幌向再生地の利活用向上に向けて、駐車スペースの整備を進めている。 

植栽の位置などは変更となる場合がある。 
空撮は2018.10撮影 



6台 

約20台 

２．駐車スペースの整備 
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l地域活動やNPO等による環境学習、体験イベント等に利用しやすいよう、駐車スペースの整備を進めている。 

l実際のイベント時の利用状況を観察し、使いやすく、居心地がよく、景観に配慮した整備案を検討している。 

お昼の休憩は木陰を利用 

降雨の後などは泥濘が
できて駐車しにくい 

大きな鉄塔が視界に入
り、湿原景観を阻害する 



２．駐車スペースの整備 
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l駐車スペースを拡大するとともに、泥濘対策として砂利を敷設。 
l駐車に支障となる樹木の伐採、ロータリーとなる樹木を残置し、利用しやすい環境を整備。 



２．駐車スペースの整備 
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l休息地からの視界に入る大きな鉄塔の目隠しとして、湿原景観に馴染む樹木の配置を検討。 

湿原らしい景観を維持している。 



３．今年度のまとめ 
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l夕張川治水感謝式（7/1（日））、南幌町商工会ふれあいまつり（7/21（土））、
野祭（9/1（土））、ふらっと南幌フットパス（9/2（日））において、ブース
出展、パネル・ミズゴケ展示、チラシ配布等を行い、取り組みのPR、情報発
信を行った。 

l北海道開発局主催のインフラ歴史ツアーを開催し、合計50名の参加者に泥炭
と触れ合う機会をつくり、取り組みのPR、情報発信を行った。 

l幌向再生地の利活用促進に向けた整備について、駐車スペースの整備案を検
討し、11月に一部施工を行った。次年度以降、樹木の配置、案内看板等の整
備を進める。 
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